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発表のタイトル：モンゴル諸語の「生まれる」を表す表現 

発表要旨（600字～800字程度）： 

モンゴル語ハルハ方言には自動詞 тѳрѳх「生まれる」／他動詞 тѳрүүлэх「産む」という対

立があり、格支配は主語（主格）＋自動詞／主語（主格）＋目的語（対格）＋他動詞という

形式になっているのに対し、甘粛省・青海省のモンゴル系言語ではそうなっていない。モン

ゴル文語の törö-に対応する語を用いる言語（土族語）がある一方、モンゴル文語の ol-に対

応する語を用いる言語（東部裕固語、保安語、東郷語）がある。土族語互助方言では törö-

に対応する語が自動詞「生まれる」にも他動詞「産む」にも用いられる。土族語互助方言、

民和方言とも自動詞「生まれる」の場合１，２人称の主語は主格でなく対格・与位格で表示

される。この場合 törö-が他動詞として機能している。モンゴル文語の ol-に対応する語を用

いる言語のうち東部裕固語と保安語は主語が斜格（主格以外の格）で表示されるため ol-が

他動詞の機能を保持している。しかし東郷語では主語が主格で表示されるので、ol-は自動

詞として機能している。 

 動作主（産む人）を A、経験者（産む人あるいはその関係者）を E、対象（生まれる人）

を Oとすると、土族語互助方言では Aが文中に存在する場合、Aは主格、Oは対格であり、

E が文中に存在する場合は E は与位格、O主格であると解釈できる。Aも E も文中に存在

しない場合 O は主格か対格かあいまいである。３人称代名詞がどの格で表示されるかのデ

ータが欠如しているため決定できない。 

                                                 


